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第１章 アサギマダラはこんな蝶                              

前田 秀敏 

＜アサギマダラ＞  アサギマダラ（浅葱斑、学名：Parantica sita niphonica） 

「チョウ目タテハチョウ科マダラチョウ亜科に分類されるチョウの 1 種、翅の模様が鮮やかな大型の

チョウで、長距離を移動する。」 (出典： wikipedia)   

 

翅の白い部分が「浅葱(あさぎ)色」であることから「アサギマダラ」と呼ばれています。浅葱色とは

日本古来の色名で、神主の袴の色でもある淡い水色のことです。 

アサギマダラの半透明の翅は太陽に透かすと水色に見えます。水色の部分は鱗粉が少ないの

で、マーキング(標識)ができます。 

その蝶が移動し各地で再捕獲されたことから移動することが分かりましたが「何故移動するか」そ

の生態は分かっていませんので、全国の研究者や愛好家が調査研究に取り組んでいます。 

 

１，アサギマダラが好きな花         

１） 蝶の移動と主な花 

蝶は春に台湾・沖縄本島を含めたそれぞれの島から北上を始め、宗像には５月に海岸性植物

「スナビキソウ」に飛来します。その後、北に向かう蝶は東北の山形や福島まで北上します。大分の

姫島で小学生が標識した蝶が北海道で再捕獲された事例が報告されています。 

その後、秋になると反転し南に向かって移動を開始しますが、反転のタイミングは分かっていま

せん。 
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気温が低くなると南に移動します。生息に適した温度の地域に移動するというのが定説です。 

山形・福島等で再捕獲時、南に移動した数例の事例をみて南下と判断します。 

（宗像には９月末から１1月上旬の期間に「フジバカマ」に飛来します。） 

 

２） スナビキソウ 

「ムラサキ科の多年草。茎は高さ 30～50センチメートル。葉は密に互生し、倒披針(とうひしん)形

から長楕円(ちょうだえん)状披針形。5～8月、茎頂に白色で芯(しん)が黄色い、香りのある5弁花を

密集して開く。海岸の砂地に生え、北海道から九州、および朝鮮半島、シベリア、ヨーロッパに分布

する。名は、砂地で地下茎を伸ばすことによる。」(出典：日本大百科) 

 

(海岸で自生のスナビキソウ、釣川河口江口浜)         (スナビキソウで吸蜜のアサギマダラ) 

５月に北上する蝶は、海岸に自生するスナビキソウに飛来しますが特にオスが好んで吸蜜に来

ます。この花には「ピロリジジン・アルカロイド(PA)」という毒性の成分が含まれていますが、この成分

がオスには必要な成分です。 

オスはこの成分を利用して体内でメスを呼ぶ性ホルモンを作ります、この性ホルモンをヘアブラ

シで翅の性標に塗りフェロモンの香りでメスに迫ります、不足するとメスに求愛行動しても相手にさ

れません。 

スナビキソウに飛来するのはオスが多くメスはわずかです、メスは特に好みの花は無く他の花で

吸蜜している姿を目にします。１０月に南下の蝶はフジバカマの蜜を求めて飛来しますがこの花に

もＰＡが含まれています。 

 

３） スナビキソウの分布 

宗像では津屋崎海岸・白浜海岸・勝浦浜・釣川河口の江口海岸・筑前大島海岸で自生を確認し

ました。宗像から若松までの玄界灘海岸にも自生しているとの報告がありました。 

また日本海では、出雲・舞鶴・北海道の海岸での自生をアサギマダラの全国ネットワーク(アサギ

メール)会員の方々から直接聞き取り調査をしました。全国の海岸に分布しているようです。 

（以下、アサギメールはアサギ ML と表記する） 
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４） フジバカマ  

「キク科ヒヨドリバナ属の多年生植物。秋の七草の 1 つ。本州・四国・九州、朝鮮、中国に分布し

ている。 8-10月、散房状に淡い紫紅色の小さな花をつける。」(出典：Wikipedia) 

フジバカマは環境省のレッドリストで準絶滅危惧（NT）種に指定されており、家庭の庭に植えてあ

るのはすべてフジバカマとサワヒヨドリの雑種です。宗像市河東地区の山田ホタルの里公園に園芸

種のフジバカマ園を作って飛来調査をしていますが、園芸種の種からは発芽しません。京都に原

種を保存している方が居られその方から苗を譲ってもらい育苗試験をしています。生育は良く花季

が２０日間ほど早いのが分かりました。    

 

（ヒヨドリバナで吸蜜 河東天満宮）                

５） ヒヨドリバナ  

「（鵯花、学名：Eupatorium makinoi ）とはキク科の多年草。日本各地の林道の脇、草原や渓流

沿いなどの日当たりの良い場所に自生する。ヒヨドリが鳴く頃に開花することから、この和名になっ

たとされる。」(出典：wikipedia) 

城山の頂上付近に自生していて、山頂山小屋に観察ノートを置いていますが、登山客からの目

撃情報が記入されるようになっています。 湯川山の山頂付近にも自生しており蝶の目撃情報も届

いています。 

筑前大島の御岳展望台に上る車道横の山道にも自生しています。島の住人は昔からアサギマ

ダラが来ているのは知っており、すごい数の蝶が乱舞している時期もあったとの証言もあります。 

２０１７年蝶の来る時期１０月上旬に調査に行きましたが、車道のヒヨドリバナは雑草の草刈りで花

は残っていませんでした。花を残すお願いのタグをつける活動も実施しました。 

 

 

 

(2017年 大島のヒヨドリバナ)           (刈り取り時の識別用にタグをつけた) 
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６） 食草  

幼虫はツル性の「キジョラン」の葉を食べて成長するので、メスの蝶は林間のキジョランを探して

葉の裏側に産卵します。この植物以外には産卵しません。 

他には「カモメヅル」「イケマ」等がありますが、宗像付近では冬も枯れないキジョランに産卵しま

す。 

食草の選択行動 : 「アゲハチョウの仲間は、それぞれの幼虫が特定の植物のみを食草として利

用するので、メス成虫が正確に植物を識別して、産卵場所を間違えないことが次世代の生存を左

右する。メス成虫はどのようにして数多くの植物の中から幼虫に適した食草を選択しているのかとい

うと、そのヒミツは前脚の先端にある『跗節（ふせつ）』と呼ばれる部分にある。 

 跗節には化学感覚子があり、植物に含まれる化合物を認識することができる。アゲハチョウのメス

成虫は、産卵の前に植物の葉の表面を前脚で叩く『ドラミング』と呼ばれる行動を示すが、その時に

植物に含まれる化合物（味と考えれば解りやすい）を感じ取っている」 

出典:「JT生命誌研究館：食草を見分けるしくみを探る」 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2016/2/15 キジョラン ふれあいの森)     (2016/12/18 キジョランの実 織幡神社) 

 

２，何故移動するのか 

移動には温度が大きく関係しています。正確には分かっていませんが、高い温度を避けて移動

するというのが定説です。台湾や沖縄から長い距離の海を渡ることは温度だけともいえないかも知

れません。 

2016年 5月早朝、釣川河口で観察しましたが、この日の５時５０分にすでに吸蜜に来ている蝶を

観察しました。気温は１４℃でした。(１５℃までは動きが悪いのが定説)１８℃を過ぎると林間から飛

来し始め、２０℃になると飛来はピークになりました。温度が高くなると次第に数が減り、２５℃に近

づくころには急激に減少し林間に飛び去ります。秋の南下時フジバカマ園でも同じ行動をとります

が、２５℃過ぎてもフジバカマの花陰で日差しを避けて吸蜜している蝶も見られました。 

 

１） 長距離移動-NO1 （初の再捕獲 宮崎から宗像に飛来） 

  5 月の移動は北上にあたります。4 月末に鹿児島の喜界島での報告がありましたので、鹿児島・

宮崎と北上した固体が飛来したのかもしれません。これは 2015 年宗像アサギマダラの会が活動を

始めての記念すべき初の再捕獲になります。 
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  全国の仲間とのネットワークでは下記のような情報交換をしています。(Asagi-ML事務局大阪) 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                     

 

 

 

移動ルートとしての宮崎の位置づけは、沖縄⇒鹿児島

⇒宮崎⇒大分（姫島）⇒四国⇒長野のルートがあるよう

です。 

宮崎から宗像へのルートは珍しい事例だと思います。 

鹿児島から長崎・福岡という日本海を通過する例は 

まだありません。 というよりも、活動する人がいないのでルート解明ができないと言った方が良いと

思います。宗像で活動するのは日本海ルートの解明に役立つものと確信します。 

２） 長距離移動図－NO２ ■宗像から南下・■宗像で再捕獲・■宗像から北上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

宮崎岩崎氏より(アサギML)に移動報告された情報 

(1) 標 識：ＭＩＹＡ 5/15 ＧＡＮ６７ 

(2) 性 別：♂（新鮮個体） 

(3) 標識地：宮崎県宮崎市本郷北方 池田 

(4) 標識日：２０１５年５月１５日  9:40 

(5) 標識者：岩﨑郁雄 

(6) 備 考：自宅のスイゼンジナへ飛来 画像有 

       ↓ 北北西へ３２６㎞ １０日間 

(1) 再捕獲地：宗像市江口釣川河口右岸海岸段丘 

(2) 再捕獲日時：２０１５年５月２５日 18:30 

(3) 再捕獲者：中川杏菜(日赤国際看護大) 

(4) 報告者：前田秀敏 

(5) 再標識：ムナカタ ５/２５ HIDE3 で放蝶 

追記者：前田 画像有 

 

(2015/5/15 宗像で再捕獲したアサギマダラ) 

(再標識をして放蝶) 

(移動図:前田 原図:長野県田原氏制作) 
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３） 標識の整理 

蝶を捕獲して標識を書くことをマーキングといいます。標識蝶を他の地域で再捕獲した情報を全 

国のメーリングで知らせて共有します。 

 標識は 2022 年より下図のように標準化しました。外国を含む各地の活動家が捕獲しネットワーク

で報告してくることから福岡県内は FUKを、下翅部には標識地と簡単な識別にしました。 

 

 

標識の書き方 

○日付は書きやすい場所を選んで書い 

て下さい。 

○名前と自分の標識を連番で書き自己 

管理にしています。 

○下翅部は基本「ムナカタ」。場所が代            

われば、その場所名を記入します。 

 

 

〇宗像周辺でのアサギ蝶再捕獲　2021年秋

2021.12.6 表作成(砂田)　・asagi-ﾈ ｯﾄ集計(前田)
1 標識記号：白山　 9/10 　JMC17　　性別：♂ 再捕獲者：北山幸子

標識地：石川県白山市瀬戸「空の駅」・白山 再捕獲場所：岡垣町成田山不動寺

移動距離 ：616km 移動日数 ：31日 移動方向：西南西

2 標識記号：クレ灰　AS4  9/25　　性別♂ 再捕獲者：田村節子

標識地: 広島県呉市灰ヶ峰公園炭焼き広場　 再捕獲地 ：宗像市自由ヶ丘田村卓宅

移動距離：194. 2㎞ 移動日数：11日 移動方向：西南西（254°）

3 標識記号：TOR　8/29　サクラ　性別♂ 再捕獲者：中野清一

標識地：長野県下伊那郡大鹿村鳥倉林道南アルプス登山口　 再捕獲地：宗像市陵厳寺

移動距離：718㎞ 移動日数：43日 移動方向

4 標識記号；　NBP　1310　K　10・6　　性別♂ 再捕獲者：中村平

標識場所；長崎県佐世保市国見山 再捕獲地：宗像市野坂１９２２

移動距離： 移動日数：12日間 移動方向：北東

5 標識記号：BV　 9. 12　 STY166　　性別♂ 再捕獲者：砂田哲朗

標識地：滋賀県大津市木戸びわ湖バレイ水仙の丘　 再捕獲地：宗像市ふれあいの森

移動距離：510. 9㎞ 移動日数：37日間 移動方向：西南西（254°）

6 標識記号： UTU　 8. 22　 JET 1292　　性別♂ 再捕獲者：北山幸子

標識地： 長野県松本市美ヶ原 再捕獲地：福岡県岡垣町成田山不動寺

移動距離：730㎞ 移動日数：50日間 移動方向：西南西（251°）

7 標識記号：クレ灰 　10/2　HT13　　性別♂ 再捕獲者：土肥数利

標識地：広島県呉市灰ヶ峰公園 再捕獲地：宗像市ふれあいの森

移動距離：194. 8㎞ 移動日数：19日間 移動方向：西方向（255°）

8 標 識記号 ：白山　 9. 13　 ラララ92　　性別♂ 再捕獲者：北山幸子

標識地：石川県白山市中宮 再捕獲地：福岡県岡垣町成田山不動寺

移動距離：620㎞ 移動日数：45日間 移動方向：西南西（255°）

9 標識記号：TAF　4330　TH　10. 23　　性別♂　 再捕獲者：染森健太郎（小学1年生）

標識地：山口県下関市豊浦町川棚豊原 再捕獲地：宗像市ふれあいの森

移動距離：約60㎞ 移動日数：17日間 移動方向：南西

10 標識記号：TAF　4186　TH　10. 22　 再捕獲者：染森健太郎（小学1年生）

標識地：山口県下関市豊浦町川棚豊原 再捕獲地：福岡県ふれあいの森

移動距離：約60㎞ 移動日数：18日間 移動方向：南西

11 標識記号：　TAF　2701　TH　10. 8　　性別♂ 再捕獲者：犬童

標識地：　山口県下関市豊浦町川棚豊原 再捕獲地：宗像市ホタルの里公園

移動距離：約60㎞ 移動日数：6日間 移動方向：南西

12 標識記号：　TAF　3383　TH　10. 17　　性別♂ 再捕獲者：北山雅人（小学3年生）

標識地：　山口県下関市豊浦町川棚豊原 再捕獲場所：福岡県水巻町明神ヶ辻山

移動距離：約60㎞ 移動日数：7日間 移動方向：南西

2021年はちびっこ探検隊の活動、市民の方の庭への訪花等が見られ再捕獲が増加した。長距離移動－NO3 宗像での再捕獲 2021

年 

 

 

 

 

名前 英文字 3 字で表記 

MAEDA  前田 

表記  MAE 5 

標識場所 

FUKUOKA 

日付 

場所 ムナカタ 



- 7 - 

 

３，蝶の交尾 

ピロリジジン・アルカロイドを含む蜜を吸ったオスは林間でメスを探します。城山や湯川山の頂上

付近を集団で飛んでいるのが目撃される時がありますが、山に発生する上昇気流に乗って頂上付

近に移動し集団でのお見合い(交尾行動)が行われているのかもしれません。 

捕獲したオスのおなかを触るとゴツゴツした感触がありますが、これは精嚢
せいのう

が発達したものです。

またメスを捕獲したら、腹部先端の産卵口のすぐ上にある交尾痕を見ます。１mmほどの横線がある

のが見えますがこれが交尾痕です。交尾痕があるメスのおなかを触るとゴツゴツした触感がありま

す。これは卵を抱えているものです。 

先輩の飼育研究家の中には、自宅の飼育室に蝶を連れて帰りキジョランに産卵させている方が

います。 

蝶の研究もさることながら、蝶になるのが約１％と云われていることから、育てて放蝶される方も多

いようです。宗像アサギマダラの会でも多くの会員が幼虫を育て画像レポートで報告しました。 

 

１） オスとメス・交尾痕 

① 交尾痕 

下図はオスとメスの画像です。メスの腹部先端より少し上の黒い横線が見えますが、これが交

尾時にできる交尾痕です、オスがＰＡの花蜜を吸うと体内で性ホルモンを生成し、腹部先端から

出したヘアペンシルで翅の精標に塗り匂いフェロモンを拡散させメスに求愛をします。 

 

オスとメスの見分け方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ：左の腹部が黒っぽいのはオス、右の白っぽいのがメス。  

メスの腹部の先端より少し上にある黒い横線が、交尾時にできる交尾痕です。 

Ｂ：オスの腹部から出たヘアペンシルでフェロモンを性標に塗り付けてメスを誘います。 

 

 ② オスとメス 

アサギマダラのオスとメスは、下の翅にある黒い模様(性標)で見分けます。 

私たちが見分ける時には、捕獲した時にこの黒い模様を見て判断します。メスの場合は腹部の

先端を見て交尾痕を確認します。そして腹部を触って卵を持っているかを判断します。 

メスの交尾痕 

ヘアペンシル 

Ｂ Ａ 
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(2016/10/14 山田ホタルの里公園)                    (2014/5/16 脊振山頂) 

○オスは黒い模様(性標)があります          ○メスには性標がありません 

 

２） 求愛行動 

① オスの求愛行動の現場 

オスの求愛行動は、翅をバタバタさせてフェロモンを拡散させながらメスに近づきます。メスが

オスを認めれば交尾行動が始まることになります。 

画像 A・B は、会員の平松さんが育てたメスと大久保さんが育てたオスを、平松さんのところに

連れて行きお見合いをさせた時の様子です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

画像Ａは、オスが翅をばたつかせてメスに求愛行動をしている様子です。 

次の画像Ｂは、メスが相手にしないのであきらめた様子です、メスとの距離感が物語りますね。 

（精嚢の発育には羽化後１週間ほどかかり紫外線を受けて成熟するといわれています） 

この数日後、山田ホタルの里公園で放蝶しました。２頭とも元気に飛び立ちました。 

 

② 交尾・雌雄翅の個体 

大分県の姫島は毎年 5 月、海岸に咲くスナビキソウに 200 頭を超すアサギマダラの乱舞が見

られる島です。ここでは姫島アサギマダラの会が、島外からのお客様を出迎えてくれます。 

  

 

  
Ａ Ｂ 
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姫島で撮影された珍しい生態写真を 2枚、大海範男氏から提供して戴きました。 

  

(A) 交尾 2018/5/17姫島にて撮影           (B) 雌雄の翅がある貴重な蝶 

Ａの交尾する蝶は、乱舞の場所より少し離れた場所で撮影中じっと動かなかったそうです。 

Ｂの蝶は、標識をするために捕獲したら片方の翅にはオスの性標があるのに、もう片方の翅には 

性標がなかったそうです。 

  大分合同新聞 2017/11/11夕刊に掲載、数万匹に一匹(愛知窪田氏)と記載されていました。 

 

４， アサギマダラの害敵  （他の外敵は２章各項を参照して下さい） 

１） ヤドリバエ・ヤドリバチの寄生と捕食 

自然界には、寄生虫による外敵が存在します。ヤドリバエ（寄生バエ）はアサギマダラに寄生しま

すが、代表的なのは、マダラヤドリバエです。自生のキジョランの葉の縁に卵を産み付け、アサギマ

ダラの幼虫が葉と一緒にマダラヤドリバエの卵を食べることで寄生します。茶色に変色したり黒色の

斑点がある蛹を見ることがありますが、これはマダラヤドリバエの卵が体内で孵化し成長している証

拠です。 

寄生されたアサギマダラの幼虫は正常な幼虫と同じように蛹化しますが、マダラヤドリバエの幼

虫は体内を食べつくし、蛹の殻に穴を開けてドロリとした粘性の糸のようなものと一緒に外に出ます。

その後マダラヤドリバエの幼虫は地中で蛹になります。 

また、ヤドリバチに寄生されることもあるようです。なかでもキスジセアカカギバラバチは、葉に卵

を産み付け幼虫に食べられて寄生しますが、アサギマダラの幼虫を食べるのではなく、アサギマダ

ラに寄生したハエやハチの幼虫に寄生するという、複雑な二重寄生をします。 

アサギマダラは他の生物に捕食されます。鮮やかな斑点模様は毒があることを表示する警戒色

と云われていますが、４0mm を超すような幼虫が育っているのを観察していると、次の日に行くと消

えていることがあります。周りを探しても見つからない場合が多いのですが、鳥に捕食されているよ

うに思われます。他に、クモにも捕食されているという報告もあります。 

・ヤドリバエ（寄生蠅）   

ハエ目（双翅目）・ヤドリバエ科（Tachinidae）に属する昆虫の総称。 

・寄生バチ（キセイバチ・ヤドリバチ）    

ハチ目のうち、生活史の中で、寄生生活する時期を持つものの総称。  

＜ 引用・参考文献 「謎の蝶アサギマダラはなぜ海を渡るのか？」栗田昌裕著  wikipedia ＞ 

Ａ Ｂ 
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５，アサギマダラの成長   

１） 卵から幼虫  以下に成長の概要を述べますが、詳細は第Ⅱ章をご覧ください。 

蝶はキジョランの葉裏に産卵します。１枚の葉に１個の卵を産みますが、時々近くに並んだ卵が

見られます。この卵は別の蝶が産んだ卵と思われ、卵から羽化までの観察概要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2019/11/9 卵は１mm )          (2017/6/10  2齢の幼虫) 画像 大久保 

孵化後、若齢幼虫は葉に円形の噛み痕をつけて白い粘液を出した内側を食べます。上図右の

幼虫は 2齢 10mmですが、 5齢 40mmまで育ちます。 

大きさの呼び方は１齢から４齢、5齢は終齢とも呼びます。 

出典：http://tokada.blog.fc2.com/blog-entry-1116.html 

 

参考：キスジセアカカギバラバチ 体長 10mm 卵は数μ 

(ヤドリバエ に寄生された蛹と羽化したハエ) <周防大島 山本弘三氏 画像提供> 

(2020/6/20 寄生された蛹 ふれあいの森)  
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２） 幼虫の大きさ  ＜出典：旅をするアサギマダラ p70＞ 

卵から孵化した幼虫を１齢と呼び、キジョランの葉を食べて大きくなり次の脱皮をします。大き

さはスケールを当てます。触れば縮むので正確ではありませんが概ね以下のとおりです。 

1齢 ： ３mm～ ４mm  ：卵から孵化してすぐ葉を食べ始めます。 

2齢 ： ５mm～１０mm  ：頭が黒くまだら模様はまだ見えません。 

３齢 ：１０mm～２０mm  ：黒いヘッドキャップが取れているので３齢と分かります。 

４齢 ：３０mm～４０mm  ：葉を１枚食べてしまうほどの食欲で一気に大きくなります。 

終齢：５０mm 程度  ：一気に食べる量が増え身体が大きくなります。その後ぶら下がる場所を

探し移動し始め、となりのイヌビワで蛹になる場合もあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  (２016/1/5 2齢幼虫黒いヘッドキャップで識別)  (2016/1/5 ２齢と４齢の幼虫ふれあいの森) 

上図右の葉に穴があいているのは幼虫の食べた痕で、葉を丸く噛んで白い葉液を出して内

側の葉を食べます。葉から出る液体は粘りが強く幼虫にとっては苦手なのかも知れません。 

終齢になると葉の根元の茎の部分を半分ほどかじり、粘液を止めて葉を一枚食べてしまいます。 

 

３） 前蛹から蛹（詳細は第 2章参照） 

糸を吐いて糸座を作り、腹部先端を固定させぶら下がります。その後、蛹になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2015/12/5 前蛹)         (2015/2/7 蛹)     (2015/2/７ 羽化前は翅が見える) 
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４） 羽化  

  羽化前蛹が黒くなり殻がパチっと割れて羽化が始まりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

(頭が出てから腹部がピョンと飛び出した)      (翅を伸ばし始め体位を変え始めた) 

約 30分かけて翅を伸ばしましたが、飛び立つまでは時間がかかるようです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(向きを変え頭を上にした)                (翅をいっぱいに伸ばした)    

 

６，アサギマダラは風にのる 

 フジバカマ園に来ているアサギマダラの様子を観察していると、蝶は蜜を吸い終えしばらく羽ば

たいていると思うと風に乗り優雅に滑空します。木立の梢付近の風に乗ったらたちまち見えなくなっ

たりします。 

 では長距離をどのように移動するのでしょうか。捕獲した蝶の翅を見ると翅がきれいな蝶と模様が

擦れている蝶、また翅がボロボロの蝶がいたりします。 

翅を見てきれいな「Ｎ」、すこし擦れている「Ｍ」、傷んでいる「O」とネットワークに報告しますが、

翅が傷んでいるのをみると遠くから苦労して飛んできたと判断します。 

大阪自然史博物館の金沢氏が主宰する「アサギ ML」で、全国の愛好家が標識情報を交換して

いるメーリングリストがあります。その中で驚異の移動報告がありましたので紹介します。 

2015年に長崎から3日で 1,110ｋｍ移動した驚異の蝶が、与那国島で捕獲の報告が届きました。 

○長崎県野母崎 10月 14日 9:27 ⇒ 八重山郡与那国島 10月 17日 ３日で 1,110Ｋｍ 
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以下、全国のメーリングリスト（アサギML）で情報交換した内容を転記します。 

１） 再捕獲の情報 （与那国島で再捕獲） 全国の研究者･愛好者が情報交換しているサイトの転記 

 以下は「アサギML」に現地で捕獲し【再捕獲情報】として投稿されたものです 

[asagi:025867] 【再捕獲情報】与那国島・宇良部岳「10・14 (または 16) B ナガサキ バイオ 2483」 

 

伊藤雅男さん、みなさん、河野＠三重県津市です。  

与那国島に滞在中の青木一宰さんから再捕獲の情報が寄せられました。 

○再捕獲地：与那国島・宇良部岳 

○再捕獲日：2015年 10月 17日 

○捕獲個体：♂「10・14 (または 16)  

B ナガサキ バイオ 2483」 

○再捕獲者：青木一宰 

10月 16日にマークされたものだとすると日で 

1000km以上飛んだことになりますが、10月 14に 

マークされたものだとしても速いと思います。 

青木さんからの依頼により、写真を添付し 

ました。確認おねがいいたします。 

 

２） 移動情報 （再捕獲情報をもとに標識者が移動情報を出したもの） 

長崎県野母崎樺島灯台で伊藤雅男・昭子さんが標識され、与那国で再捕獲したものをアサギ ML

に「移動情報」として報告されたものです 

[asagi:025871]  【移動情報】長崎県野母崎→与那国島・宇良部岳 

河野様、アサギメールの皆様 

長崎県西海市の伊藤です。河野様ご連絡ありがとうございました。 

再捕獲をしていただいた青木一宰様にもよろしくお伝え下さい。 

日にちの部分が書き間違いをしておりご迷惑をお掛けしました。正しくは１０月１４日です。 

それにしても早い移動記録ですね。時期としても早いと思います。移動データは以下のとおり。 

○長崎野母崎 10月 14日９：２７⇒与那国島 10月 17日 3日で 1,110Ｋｍ 

○標識；   バイオ 2483 Ｂ ナガサキ 10/14 

○性別；   ♂ 

○標識日；  2015年 10月 14日９：２７ 

○標識場所；長崎県長崎市野母崎樺島灯台 

○標識者；  伊藤雅男・昭子 

○備考；   ヒヨドリバナに訪花 

       鮮度Ⅿ 破損は右後翅にあり 
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       当日は５１６頭の標識を夫婦で行ったほど個体数は多かった。 

             ↓ 

               移動距離：1,110ｋｍ 

             ↓ 

○再捕獲地：与那国島・宇良部岳 

○再捕獲日：2015年 10月 17日 

○捕獲個体：♂「10・14  B ナガサキ バイオ 2483」 

○再捕獲者：青木一宰 

 

３） 風にのる （この移動を風の解析と気象図で判断） 

 風の解析をしてくれた神奈川の伊藤氏が「解析図」を作り公開してくれました。 

[asagi:026078] 風の図です。     

アサギのみなさまこんにちは、佐藤と申します。神奈川県、川崎市に住んでいます。 

10/06～10/20の日本付近の気流（すなわち風）を、矢印でベクトル表示してみました。 

同時にその風の温度分布も色分けしました。  

このメールには、10/14～10/18 の５日分の図を添付しました。今回作図した風の図の気流は、 

1000hPa（上空、およそ 100mあたり）の高度です。  

気流の速度は、図の下部に矢印で示しています。図ごとにスケールの数値が異なっているので 

長い矢印が、必ずしも、速度が大きいとは限りません。 

作図の基となったデータは、気象の予報や環境分野等の研究のため、大学や研究所などでよく 

使われているものです。実際の観測値ではありません。再解析値（計算値）です。 

観測できない空間の場所であっても気象の物理量（気圧、温度、風向、風速、高度等）が計算に 

より求められています。（添付図の数値データは京都大学のＨＰからの引用です。）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

与那国島 

長崎県野母崎 

風の図 10/14 
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４） 地図と気象図                                      作図 前田秀敏 

  風の図をみると日本海付近の高圧部からの吹き出しの風があります。14日に放蝶した日の図で 

すが、そこから与那国島(南西)の方向へ風のベクトルがあるのが見えます。 

次に気象図を見て下さい。これは再捕獲された１７日の気圧配置です。フィリピン付近に台風が見

えます。2015 年、２つ玉の巨大な台風が発生して中国で大きな被害が出たのは記憶にあると思い

ますが、この台風に対する引き込みの風に乗って移動したものと思われます。 

○ 与那国島の位置図  出典：google 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○再捕獲日の気象図  (出典：日本気象協会 http://www.tenki.jp/past/2015/10/17/chart/)  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

http://www.tenki.jp/past/2015/10/17/chart/
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５） 飛び立つきっかけ？ 

この投稿は愛知県の方がマーキング活動をされている場面で遭遇したアサギマダラの行動につ

いて推測されたものですが、野母崎の放蝶と与那国島再捕獲の時期が同じなので、もしかすると 

アサギマダラが移動するタイミングを目撃したものかも知れません。 

以下愛知県田原市の星野氏から投稿メールです 

 

[asagi:027183] アサギマダラのとても興味深い行動 

星野です、こんばんは。 

今年、印象に残ったアサギマダラの旅たちの瞬間をご紹介します。 

 

場所：愛知県田原市高松町 赤羽根文化の森 (尾村山)標高 189.3m 

日時：2015年 10月 17日、 午後 3時頃 

 

伊良湖岬までの渥美半島の途中にある赤羽根文化の森は遠州灘の海岸沿いにある標高 189.3m 

の小高い山です。 

山頂には展望台があり、眼下には太平洋ロングビーチが広がっています。 

ここでのアサギマダラの吸蜜植物はスズカアザミ、ヒヨドリバナがそれぞれ少しとコウヤボウキ、ツワ 

ブキ、コシロノセンダングサです。 

 

ここ３～4 年は草刈りが頻繁に行われ、花より林内にいるアサギマダラをタオルチャッチで捕獲し

ていましたが、今年は山頂に近い外周の歩道沿いにコシロノセンダングサが残っていた為、多くの

アサギマダラが吸蜜に来ていました。 

 

午後 3時頃だったと思います、自分の標識済みのアサギマダラ１０数頭がコシロノセンダングサに 

止まっているところに 1頭のアサギマダラが近くの 3頭に次々に旅立ちを促すかのように体当たり 

するような姿が見られました。 

その瞬間、4頭のアサギマダラは落ち着きがなくなり、上下に弾みながら南西方向の海上に向かっ 

て飛び立って行くのを目視しました。 

一瞬の出来事でしたのでカメラに写すことも出来ませんでした。 

その光景が時々、今も私の脳裏に浮かんできます。                 Ｈ・Ｋ 

南下１号琵琶湖 7.31⇒広島 8.23 

 

この投稿の情景が物語るのは、南に向かう良い風を感知した蝶が仲間を誘って飛び出したという

ことで、投稿者はそう推測しておられます。 

 では実際はどうでしょうか。次の図は飛び立つ10月17日の風の図で、長崎の蝶が与那国島に到

達した日と同じ日ですね。とすれば推測ではないように思われます。 
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風の図作成：佐藤氏 

 

６） アサギマダラは風に乗る、まとめ 

 以上の事例から、以下の事が分かるようです。 

① アサギマダラの移動については高気圧と低気圧の風を利用して移動している。 

② 日本海の高気圧から吹き出した冷たい風に乗って移動する。 

③ 南に引き込みの低気圧があれば移動が速い。 

今回の例は、黄海および玄界灘に高気圧があり、長崎県野母崎から飛んだ標識蝶がその吹き 

出しの風に乗り、同時期に沖縄南方海上に発生した二つ玉の台風に引き込む風に乗り 1,110km 

を 3日という短期間で移動しました。 

 北上の場合は逆の気圧配置の風を利用して北上するのかも知れません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

愛知県 

田原市 
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７，アサギマダラ亜種の分布 ― 地図上での考察 － 

                                  今泉 晃 

１）緒言 

アサギマダラ（Parantica sita (Kollar, 1844) ）の原亜種が登録されて以来、現在まで６亜

種が登録されている。以下に列記する。 

２）分布 

( i )  (Kollar, 1844) 

インド北部, ブータン, タイ北部の高標高地,ベトナム南部, 中国（華北/华北（北京 • 天津 

• 河北 •山西 • 内蒙古、華南/华南（福建･広東･広西•雲南•貴州•海南特別 

行政区 • 広州市）、西南/西南（重慶•四川•貴州•雲南•チベット）、東北/东北（遼寧•吉林•

黒竜江）、華東/华东（上海•江蘇•浙江•安徽•福建•江西•山東）） 

  

( ii ) Parantica sita niphonica (Moore, 1883) 

・日本全土を含む、北からウスリー（含マーキング蝶の捕獲）、  

 樺太（含マーキング蝶の捕獲）、韓国（含マーキング蝶の捕獲報告がある）、中国（中国で

はマーキング蝶の捕獲報告がある；浙江省平湖市,  香港、ssp. sita と接する地域では交雑

の可能性有り）,台湾 

 

( iii ) Parantica sita tytia(Gray, 1846) 

・ネパール, シッキム（シッキム州はブータン、チベット、ネパールと国境を接するインド

北東部の州）,アッサム（アッサム州は、インド北東部にある州） 

 ( iv ) Parantica sita ethologa (Swinhoe, 1899) 

・南部ミャンマー連邦共和国（南部はマレー半島の根本付近に位置し比較的 1000m 前後の

山陵が連なる地域。）, 半島マレーシア(マレーシアの一部で、マレー半島のマレーシア領部

分と同半島周辺の島々から構成されている区域） 

 

( v )  (Tsukada & Nishiyama, 1979) 

・パラワン州 （フィリピン最西端の州であり、南北に細長い島。島の中央部には 1500〜

2000m 級の山陵が連なる。） 

 ( vi ) Parantica sita melanosticta (Morishita, 1994) 

・タイ南東部（熱帯性モンスーン気候であり年間の気温差が低い。マレーシアとの国境は山

岳地帯、それ以外は比較的平野部が多い。）, ベトナム南部（この地方は中部北部に比べて

比較的平野部が多い。） 
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３）分布図 

この種の亜種名毎の分布を地図上に書いてみた、各々囲んだ地域全ての面に生息すること

はないのかも知れない、が、点で調べたデータを持っていないので地域名での範囲表現をお

許し願いたい。 

( i ) この分布図で、特に目を引くのはなんといっても原亜種/Parantica sita sita の非常に

広範囲な分布でしょう。中で一部「Southern Vietnam（ベトナム南部）」が、最近見つか

った「Parantica sita melanosticta (Morishita,1994)」の分布と重なる事も興味深い。後者

は最近別亜種として分離したことより「ssp. sita」ではなく「ssp. melanosticta」に同定が

変更されたと考えるべきだと思います。では、ベトナム北部から北に延びる沿岸部は空白地

域となっていますが、生息してはいないのでしょうか？ベトナム南部は、比較的平野部が多

く北部は山地が連なっています。この地形の差が何らかの理由を隠し持っているのかも知れ

ません。もう一つ、とても不思議なのがチベット/タイ北部の高標高地での生息です。他の

地域と異なりとても標高の高い地域です。この地の ssp. sita は若しかしたら寒冷期はもっ

と温かい低地との間を回遊しているのかも？と、想像してしまいます。 

 

( ii ) Parantica sita niphonica は、この種の中で唯一南北に拡がる地域を季節の移り変わり

と共に回遊することで知られた亜種です。若しかしたら、他の亜種と同様に回遊をするのは、

ほんの一部で大半は標高差のある地域で高地と平野との間の短距離を移動する留蝶なのか

もしれません。この亜種の大課題は、朝鮮半島伝いでの大陸への回遊がないのか？という疑

問です。因みに韓国でのこの蝶の名称は（왕나비、waŋ nabi [ ワンナビ ] ）です。韓国

との間の回遊に関しては、論文があります（崔 元浩, 蔡 道榮, 李 哲敏, 野下 広人, 平井 

規央、 日本と韓国におけるアサギマダラの初めての移動記録、蝶と蛾、2010 年 61 巻 

2 号 p. 120-122 , HIRAI N. Marking Parantica sita in South Korea.  

( i ) 

(ⅱ) 

(vi) 

(ⅲ) 

(v) 

(iv) 
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Yadoriga. (2004) vol.203, p.9-10, MIYATAKE Y. Survey of the Chestnut Tiger, Parantica 

sita in the Republic of Korea in 2004. The chestnut tiger yearbook 2003. The 

Lepidopterological Society of Japan. (2004) 

p.85-90.）。私は目にしてないので、コメントが出来ません。 

 

( iii ) ssp. tytia は、高地に住む原亜種と生息域が非常に近い亜種です。この地域はとても標

高の高い山陵と深い谷で分断されており、狭い限定された地域内に置いてさえ四季があり高

地と低地とでアサギマダラの好む温度受験を一年をとおして満足しているため、独立して亜

種となるまでに分断されているのかも知れません。あくまで想像ですが…… 

 

( iv ) ssp. ethologa は、原亜種が登録されたのとそう年代が離れていない時期に登録されて

います。この亜種も前亜種と同様、海に突き出た半島部分にゼロ標高より聳え立つ山岳地帯

を持つ二つの離れた山岳地帯に、別亜種の生息地を挟んで同じ亜種が生息しています。この

二つの地域を繋ぐ回廊部分はタイの南部地域であり此所には別亜種の ssp. melanosticta が

生息しています。どうしてこのようなモザイク模様のように二つの亜種が各々交じりもせず

に独立し続けることが可能なのか、現地の地形を見たわけでもないので推測も出来ません。

とても不思議です。 

 

( v ) ssp oblita はパラワン州という、そこそこ面積を持つ細長い島に生息する種です。周り

にはそれなりに山のある島々が多いのになぜここにだけ居るのでしょうか？この亜種は 20

世紀末に見つかっているので、探索が進むと付近の島で見つかるのかも知れません。 

 

( vi ) ssp. melanosticta は、ssp. ethologa と非常に近接している地域であり、なぜ亜種とな

るまでに孤立しているのか、とても不思議な亜種です。この亜種は、登録も 1994 年と新し

く専門家間の討議の末に決定されたことと思います。  

ベトナム南部から海岸線沿いに続く平野部を比較的なだらかな山地からなるこの地域で、ど

うして ssp. ethologa と分断されるほどの亜種として存続してきたのか現場でないと判らな

い何かがあるのかも知れません。 

＜参考論文＞ 

Local adaptation and migratory habits balance spatial-genetic structure between 

continental and insular chestnut tiger butterflies in East Asia、Min-Xin Luo1 | Hsin-Pei 

Lu1 | Bing-Hong Huang1 | Chia-Lung Huang2 | Yu-Feng Hsu1 | Pei-Chun Liao、

Molecular Ecology. 2022;00:1–15. 

＜出典/参考＞ 

・「渡りをするチョウ」. 宗像アサギマダラの会 2015,5 

・むなかた電子博物館 紀要８号 2017,3,30   

･チョウの生物学 本田計一 東京大学出版会 2005,8,26  
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・asagi-ml アサギマダラメーリングリスト 

 

８，もっと知りたい 

１） アサギマダラの謎-1  翅に標識が書ける 

翅には鱗粉がありマジックで書こうとすると、鱗粉がまとわりつき文字は書けません。 

翅の白っぽい部分には書けるので標識を書いて放します。各地の研究者は再捕獲し情報をメーリ

ングで共有します。翅の浅葱色の部分は鱗粉が手に付きません、何故なのか調べました。顕微鏡

で見たらアサギ色のウロコ状になっていました。この鱗粉は手に付きません。 

 

画像 1  鱗粉との境目のウロコ状の部分       画像 2  ウロコ部分を拡大したもの              

画像 1は 100倍、画像 2は 200倍に拡大した写真です。見た感じがウロコ状に見えたというだけ

でどんな状況なのかは分かりませんでした。※ウロコ状のものだから鱗粉なのですね。 

 

２） アサギマダラの謎-2  枯れた花も好き 

 アサギマダラのオスがメスを誘うために、スナビキソウやフジバカマからＰＡ（ピロリジジン・アルカロ

イド）を摂取することはすでに述べましたが、それは花の蜜からだけではありません。吸蜜植物の葉

にも口吻を伸ばします。 

またシナワスレナグサやスナビキソウでは、枯れて萎
しお

れた花や葉に口吻を伸ばす様子を見ること

ができます。 

 

 

 

 

 

 

 

  

枯れたシナワスレナグサに群がるアサギマダラ 

姫島 

踏みつぶされたスナビキソウの 

葉に集まるアサギマダラ 

姫島 
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3） アサギマダラの謎-3  キジョラン以外の植物に移動するアサギマダラ           

 アサギマダラは卵から蛹までキジョランで過ごすと思っていました。しかし終齢になるとよく食べて、

蛹になる場所を求めて盛んに移動することが分かってきました。 

鳥に食べられたと思っていた不明幼虫は、キジョランから移動していたようです。 

 以下は他の植物に移動する幼虫、他の植物に移って蛹になった例を挙げてみました。 

 

2022/4/26  ツルから降りて地表を歩く           2020/4/14 ツルから杉の木に移る 

2021/4/4 ヤマブキの枝の蛹                2020/4/3 サカキの葉の蛹 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2020/7/22  イヌビワの葉での羽化              2021/5/9 アオキの葉での羽化直後 
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蛹化 2017/4/9  

産卵 2018/10/21 

第 2 章 アサギマダラの飼育と環境 

                            大久保 靖代 

 自然の中での観察には限界があります。私たちは、アサギマダラのことをもっと知り

たいと思い、飼育を始めました。それによって、アサギマダラの体のしくみやその一生

が少しずつ見えてきました。 

第 2章は、飼育観察でわかったことやアサギマダラを取り巻く環境についてですが、

今回は特別に菊池秀樹氏にもご寄稿いただきました。 

 

1，宗像の森のアサギマダラの産卵   

          菊池 秀樹氏 寄稿                         

 皆様ご承知のように旅をする蝶で有名なアサギマダラは、西日本の暖かい森の中で幼

虫が冬眠することなくキジョランの葉を少しずつ食べて冬をすごします。 

 この宗像の森にも 10 月ツワブキの黄色い花の咲く頃やってきて産卵、翌年の春ノア

ザミの花が咲く頃羽化して蝶になります。 

蛹化 2017/4/9  蛹 2017/4/12  羽化 2018/5/13  

アサギマダラ 

産卵から羽化まで 

（宗像の森にて） 

ツワブキ訪花 2017/10/20 

産卵 2018/10/22 幼虫 2017/4/14 

前蛹 2017/4/9 
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1）宗像の森のアサギマダラたち 

2018 年 6 月 28 日、宗像アサギマダラの会の土肥数利氏が、1 個体の蛹を発見され 6 月

30日に羽化を確認、さらに同氏により 7月 2日 1頭の幼虫が発見されました。 

この貴重な発見により、春にも産卵が行われしかも成虫が発生していることが確実にな

りました。 

そこで翌年の 2019 年 5 月から調査を始めましたが、産卵行動を確認するまでには至り

ませんでした。しかしながら 5 月 21 日に 2個の卵を、5 月 23日にも 2個の卵を発見しま

した。 

 5 月 27 日の調査で 5 月 21 日の卵は孵化したばかりの一齢幼虫になっていましたが、23

日の卵は跡形も無く消失していました。 

 その後、5 月 29 日に 2 頭の幼虫を発見しましたがすぐにいなくなり、6 月 13 日久しぶ

りに終齡に近いと思われる幼虫を発見、6月 16日には 3頭になり一本のキジョランの蔓に

集まっていました。しかしながら 6月 20日を最後に見えなくなりました。 

 そして翌年 2020年 5月 17日、やっと産卵行動を確認し撮影することが出来ました。 

 

 

左の卵の拡大              

の

卵

の

拡

大 

卵 2019/5/21 卵 2019/5/23 

幼虫 2019/6/13 1本の蔓に 3頭の幼虫 2019/6/16 

幼虫 2019/5/29 産卵 2020/5/17 

宗像の森のアサギマダラたち 
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森での羽化 2018/5/14 

4齢の脱皮 2019/6/10 終齢幼虫 2019/6/11 終齢幼虫 2019/6/11 

1齢幼虫 2019/5/27 1齢幼虫 2019/5/28 

飼育した 2頭のアサギマダラ 

2）屋内で飼育した 2頭のアサギマダラ 

このままでは幼虫が無くなりそうなので、この 2頭の幼虫を持ち帰り飼育観察すること

にして、森での調査も継続して行う事にしました。 

今回は残念ながら森での成虫の発生までは確認出来ませんでしたが、屋内で飼育してい

ました 2頭の幼虫が無事に羽化しました。 
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飼育した 2頭のアサギマダラ生活史概要 

孵化日         5月 27日（推定） 

1眠起 (2齡幼虫)   5月 30日と 31日 

2眠起 (3齡幼虫)   5月 3日と 4日 

3眠起 (4齡幼虫)   6月 6日と 7日 

4眠起 (5齡幼虫)   6月 10日と 11日 

蛹化日         6月 17日と 18日   幼虫期    20日と 21日 

羽化日         6月 29日と 30日   蛹 期   12日 

孵化から羽化まで  32日と 33日 

越冬幼虫に比べ気温が高いので、幼虫の成長はとても早く、その体色も濃く鮮やかに

見えました。 

蛹 2019/6/29 蛹 2019/6/18 蛹化 2019/6/18 

羽化 2019/6/30 羽化 2019/6/29 

羽化 2019/6/30 
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3）飼育期間中の気温の変化 

 最低気温は 20.5℃〜26℃の範囲、最高気温は 23℃〜29℃の範囲で経過しましたが 29℃の

日は 3日でした。 

 文献によりますと「アサギマダラの幼虫の生活温度の限界は上限が 29℃±0.5、下限が

10.5±0.5であり 22.5℃以上 29℃未満が適温であり、最適温度は 25℃から 28℃と考えられ

る」（注 1）と記載されています。 

 最高気温で上限の 29℃が 3 日あったことから、適温であったとはいえませんが、そのい

ずれの日も最低気温は 25℃で、終日 29℃であった訳ではありません、また幼虫にも異常な

行動は認められませんでしたので、命に関わるほどの状況ではなかったものと思われます。 

   

 それでは、何故このような産卵が起こるのでしょうか。 

 アサギマダラの成虫についての文献によりますと「雌成虫の産卵前期間は、25℃でも短

日、長日ともに約 2 週間と長かったが、20℃と 15℃では長日条件で更に長く、15℃では 4

週間後も多くの個体で卵巣が未成熟であった」（注 2）と記載されています。 

 そこで宗像市の 5月の気温を調べましたところ、最低気温は 12.9℃、最高気温は 23.1℃、

平均気温は 17.9℃でした、この気温では少なくとも 2 週間程度、卵巣の成熟は抑制される

ものと考えられます。 

 この時期、宗像の森のアサギマダラ成虫は地元で発生した個体と北上してきた個体がい

るものと思われますが、地元産の個体は卵巣が成熟するまでの間この場所に留まっている

とは考えられず、花の蜜を求めながら北上するものと推測されます。 

 一方、北上してきた個体は南西諸島から九州の広い範囲で発生した個体が混在している

ものと思われ、これらの個体の中には発生場所からの距離や気象条件などにより当地へた

どり着くまでに多くの日数を要した個体がいるものと思います。 

 従いまして、宗像の森の春の産卵は、北上の旅のアサギマダラの一部の個体が日数の経

過や温度変化などにより、旅の途中で卵巣が成熟したため当地で産卵に至ったものである

と考えております。 

 

引用文献 注 1：「生育温度からみた Parantica sita niphonica Moor（アサギマダラ）の 

        生態と行動予測」（河邉誠一郎） 

     注 2：「アサギマダラとマダラヤドリバエの寄主—寄生者関係に関する生態学的 

        研究」（平井規央） 
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2，アサギマダラの飼育観察  

                                  大久保 靖代

1）河東地区コミュニティ・センター飼育小屋                                                                   

 「宗像アサギマダラの会」会員は、会の活動以外でも地域のコミュニティなどでそれぞ

れ活動しています。 

宗像市河東地区コミュニティ・センターのアサギマダラクラブでは 2017 年から毎年春、

地域の皆さんが気軽にアサギマダラの観察ができるように、センター玄関前に飼育小屋を

置いています。幼虫から蛹、そして蝶になるまでを身近に観察することができ、特にエメ

ラルドグリーンに輝く蛹はみんなの人気者です。 

 また当会には、市内の「山田ホタルの里公園」や「ふれあいの森総合公園」などで、遊

びながら自然と触れ合う活動をしている子ども会員の「ちびっこ探検隊」があります。子

どもたちは飼育小屋でアサギマダラの観察やマーキングを体験し、今ではすっかりアサギ

マダラ博士です。 

なお羽化した蝶は、２～３日でマーキングをして順次放します。放たれた蝶は一気に高

く舞い上がり、しっかりと風を捕まえて旅立っていきます。 

 

飼育小屋 

会員の手作りで、二代目。

改良を加え、一回り大きくな

ってドアも付き、中でマーキ

ングもできるようになりま

した。 

小屋の中には幼虫の食草

キジョランがあり、幼虫・

蛹・羽化したアサギマダラ蝶

を見ることができます。 
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  観察のようす 

放蝶の 

 ようす 
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2）夏・アサギマダラ飼育記録・不完全羽化 

― 周防大島からの卵 2017.6.5～8.6 ―      

 

 ご縁あって、瀬戸内海の西に浮かぶ山口県・周防大島からいただいたアサギマダラの卵 2

個を飼育しました。夏の飼育は初めてで、暑い夏に無事育つのかとても心配しました。 

産卵日は不明ですが、1頭が蛹まで順調に育ち、孵化して 1か月で羽化しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

卵 2017/6/5 1齢幼虫 2017/6/6 2齢幼虫 2017/6/11 

5齢幼虫 2017/6/22 3齢幼虫 2017/6/13 4齢幼虫 2017/6/17 

蛹 2017/7/4 

20:00 

蛹 2017/7/5 

0:20 

蛹 2017/7/5 

10:00 

蛹 2017/7/5 

13:30 

成虫  2017/7/5 

15:00 

成虫  2017/7/19 成 虫  2017/8/5 

15:00 
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アサギマダラは、蛹までは正常に育ちました。しかし羽化では、蛹の殻が割れて頭と前

脚は出てきたのですが、それ以上はどうしても体が抜け出せませんでした。そこで少し殻

を破ってみましたがそれでも変化はなく 2 時間後、綿棒で水分を与えている時に成虫のア

サギマダラは落下しました。 

不完全な羽化をしたアサギマダラはメスでした。脚は 2 本のみが伸びていましたが、動

かすのは不自由そうに見えました。翅は全く伸びずに縮んだままの状態で、自力ではほと

んど動くことができませんでした。そこで爪楊枝を使って綿棒に脚の爪を引っ掛けて、体

が安定するようにしました。時折、腹部をぐっと綿棒に引き寄せて産卵するかのような動

きをしました。口吻は機能していたので、綿棒にスポーツドリンクを染み込ませるとしっ

かり吸っていました。 

暑さが苦手なアサギマダラの飼育で、一番気をつけたのは温度です。室内の日陰で風通

しの良い涼しい場所を選んで、自作の飼育ケースをかぶせて育てました。しかし、この年

の宗像市の 7 月の最高気温は連日 30℃を超え、8 月に入って 35℃を超えました。室内では

ずっと 30℃未満でしたが、8 月に入り 30～32℃が数日続いた 8 月 6 日、アサギマダラは死

にました。 

自然界であれば、おそらく蛹の殻から出ることができないまま死んでいたと思われます。

一度も飛ぶことができなかったアサギマダラでしたが、蝶として 1か月を生きました。 

以下は、自宅でアサギマダラを飼育した夏（周防大島の卵）と冬（宗像の卵）の記録で

す。あくまで一例ですが、夏は孵化から約 1か月で、冬では約 4か月半で羽化しています。

また前蛹から蛹になるまでは、夏では 1日、冬では 3日かかっています。アサギマダラの

成長は温度と大きな関わりがあることがよくわかります。              

アサギマダラ 室内飼育記録（夏・冬） 

夏・2017年 

 

6月 6日  1齢（孵化）3日間 

6月 9日  2齢    3日間 

6月 12日 3齢    3日間 

6月 15日 4齢    3日間 

6月 18日 5齢    6日間 

6月 24日 前蛹→蛹  1日  

7月 5日  成虫（羽化）33日間 

8月 7日   死亡  

 

冬・2019∼2020年 

 

11月 12日  1齢（孵化）12日間 

11月 24日  2齢     6日間 

11月 30日  3齢     8日間 

12月 8日   4齢    10日間 

12月 18日  5齢    17日間 

1月 4日    前蛹     3日間 

1月 7日   蛹     71日間 

3月 27日   成虫（羽化） 
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3）飼育アサギマダラの生態                 

                            

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 蛹化
よ う か

 

5齢幼虫は、蛹化が近づくと餌を食べなくなって歩き回ります。その後キジョランの葉

裏の主脈（葉の中心にある太い葉脈）に、顎
あご

の下にある吐
と

糸管
し か ん

から糸を吐いて糸座を作

り、そこへ尾部を固定させてぶら下がります。Jの形をした前蛹
ぜんよう

です。その後だらんとぶ

ら下がり、頭の方から割れて脱皮が始まります。 

尾部の懸垂器
け ん すい き

が糸座に固定されると、激しく体をくねらせて脱皮殻を落とし蛹になり

ます。 

 

脱皮直後  抜け殻を食べる 脱皮後 頭の殻の大きさ

① 脱皮 

幼虫は、4回脱皮をして 5齢幼虫まで育ちます。脱いだ皮は食べてしまいます。頭の殻

は、葉裏で葉にこすりつけるように頭を振りながら脱ぐので、大抵は落ちてなくなりま

す。 

脱皮直後、頭は白いですが時間がたつにつれ白黒の斑模様が浮かび上がってきます。 

激しく体をくねらせて脱皮殻を落とす 

前蛹 頭（下）の方から皮が割れて脱皮が始まる 
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懸垂器 

懸垂器が現れた

 

懸垂器と糸座がつながった 

 

 

  

 

 

 

 

 

  

④ 威嚇
い か く

 

幼虫が頭を持ち上げて、他の幼虫に頭をぶつけるようなしぐさをしました。すると相手

も同じような動きで反撃しました。 

また前蛹は、幼虫が近づくと体をひねって頭を振り、近づくなという攻撃をしました。 

③ 蛹化（懸垂器
けんすいき

） 

前蛹が脱皮をして蛹になる時、体全体が波打つような動きをします。すると頭の方か

ら皮が裂けて、次に背中が裂け皮はどんどん腹部（上の方）へ引っ張られていきます。

皮をほぼ脱ぎ終わるころ、黒い突起が現れます。これが懸垂器です。 

懸垂器が出たら、蛹はぐいぐいと糸座に懸垂器を押し付け、糸座とつながります。   

（懸垂器の先は鉤
かぎ

爪
つめ

状になっていて、マジックテープのようにしっかりと糸座にくっつ

きます）        

懸垂器
け ん すい き

 

糸座から取り外した

懸垂器の付け根。先が

たくさんの細かい鉤
かぎ

爪
つめ

状になっている。 


